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 改元に伴う 10連休も終わり、昼間は夏のように暑い日も増えてきました。今年の梅雨入り一番乗

りは沖縄ではなく奄美地方でしたね。昨年、中国地方は、ほぼ平年並みでしたが、今年はどうでしょ

うか。気になるところです。 

 さて、山ではシイノキの黄色い花が遠くからでもモコモコとよく目立ち、特徴的な匂いがどこから

ともなく漂ってきます。また園内は春の花や新緑で豊かに彩られています。 

県内では珍しいヒトツバタゴ（写真 1左上）の花はやや少なめです。ヒトツバタゴはモクセイ科ヒ

トツバタゴ属の落葉小高木で、多目的広場に植えられています。自生地は木曽川流域と対馬に限ら

れ、文政年間（西暦 1818～1831年）に発見されました。このため他の地域では、ナンジャモンジャ

（何かわからないという意味）の木と呼ばれています。長崎県上対馬町の鰐浦（ワニウラ）湾一帯に

は群落があり、開花時には山の斜面が真っ白になるため、地元ではウミテラシと呼ばれています。 

 

 ハクウンボク（写真 1右上）はエゴノキ科エゴノキ属の落葉小高木で、花と実はエゴノキによく似

ていますが、花の付き方と葉が違います。エゴノキの花は、短い側枝の先端や葉腋から 1～6個程の

花をつけますが、ハクウンボクは長さ 10cm程度の長い花序に 20個程度の花をつけます。葉は、大き

く丸っこいハクウンボクに対して、エゴノキはひし形に近いシルエットになります。エゴノキの花も

間もなく開きます。 

 

 オオデマリ（写真 2 左上）とコデマリ（写真 2右上）は名前だけ見ると、同じ仲間のようですが、

オオデマリはケナシヤブデマリの品種で、ガマズミやカンボクと同じレンプクソウ科ガマズミ属に分

類されます。 

またコデマリは、バラ科シモツケ属に分類され、シモツケ類やユキヤナギの仲間になります。オオ

デマリはしゃくなげロード入口で、コデマリは見本園で見られます。 

 

 ツクバネ（写真 2下）はビャクダン科の落葉低木で、ヒノキを始め様々な樹木の根に寄生し、光合

成も行う半寄生植物です。雌雄異株で、雌花の基部（果実の先）に 4個の長い苞がつきます。この果

実の様子を羽根つきの羽根に見立てて名づけられました。作業舎裏で見られます。 

  

 この他、タカノツメ（写真 1）やタニウツギ（写真 1）、ホオノキ、ジャケツイバラ、タラヨウ等の

花も見られます。また、ヤマボウシやチュウゴクボダイジュ、ユリノキ、ガマズミ、カンボクも咲き

始めました。 

  

草本では、オキナグサ（写真 3）の果実が熟し、花ではコナスビ（写真 3）やニワゼキショウ（写

真 3）、キュウリグサ、ニガナ、ジシバリなどの道端や草原で見られる花がたくさん見られます。 

  

野鳥では、オオルリやホトトギス、ツツドリ、キビタキ、クロツグミなど、夏鳥の飛来を確認して

います。 

  



 園内の見どころ情報はツイッター及びインスタグラムでも確認できます。 

メールマガジンよりも早くお知らせできることが多いのでぜひ下記 URLからご覧ください。 

  ツイッターアカウント名： @Ryokkacenter https://twitter.com/ryokkacenter 

  インスタグラムアカウント名：  kanriryokka https://www.instagram.com/kanriryokka/ 

  フォローよろしくお願いします。 

 

<お知らせ> 

・広島市森林公園部分開園 

5月 11日より土日祝日のみ部分開園します。 

詳しくは広島市ホームページ（下記 URL）をご覧ください。 

http://www.city.hiroshima.lg.jp/www/contents/1556083649884/index.html 

 

・西ゲート側林道通行止めについて 

   西ゲート側林道は豪雨災害による通行止めが継続中です。ご来園の際は小河原側の正面ゲートより 

お越しください。 

 

 ・藤ヶ丸山，呉娑々宇山入山規制について 

   豪雨災害による呉娑々宇山の高圧電線工事が終了しましたので、藤ヶ丸山までは登ることができる 

 ようになりました。ただし、藤ヶ丸山山頂から呉娑々宇山及び広島市森林公園へは土砂崩れ等で危険の 

ため立入禁止となっています。藤ヶ丸山山頂からは第 5駐車場および立石展望台方面へ下山してください。  

 





 


